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保育所レクリエーション会
　10月 1日、昭和村保育所において「レクリエーション会」が開催されました。秋晴れの下、保護者
や家族も参加して、様々なレクリエーションに挑みました。
　子供たちと大人が対決するゲームでは、大人も本気になって取り組んでいる様子でした。
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村のデキゴト
Topics

　

10
月
16
日
、
昭
和
小
学
校

校
庭
で
昭
和
村
消
防
団
秋
季

検
閲
式
が
、
4
年
ぶ
り
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

対
策
を
と
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

清
々
し
い
秋
晴
れ
の
も
と
、

団
員
は
服
装
や
車
両
の
点
検

を
受
け
、
規
律
正
し
い
統
一

の
と
れ
た
動
き
を
見
せ
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
閲
に
先
立
ち
今

年
開
催
さ
れ
た
福
島
県
消
防

大
会
及
び
福
島
県
消
防
協
会

会
津
坂
下
支
部
幹
部
大
会
で

表
彰
さ
れ
た
受
賞
者
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
階
級
は
受
賞
当
時
の
も
の

で
す
。

●
福
島
県
知
事
表
彰

◎
精
勤
章

　

団　

員　

酒
井　

勉

◎
永
年
勤
続
章

　

分
団
長　

五
十
嵐　

吉　

彦

　

団　

員　

渡　

辺　

幸　

一

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
勤
続
章

　

班　

長　

五
十
嵐　

道　

夫

●
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章

　

分
団
長　

五
十
嵐　

吉　

彦

　

副
分
団
長　

五
十
嵐　
　

伸

◎
精
勤
章

　

分
団
長　

酒　

井　

友　

規

◎
退
職
団
員
感
謝
状

（
二
十
年
以
上
勤
続
）

　

元
分
団
長　

馬　

場　

栄　

三

　

元
団
員　

舟　

木　

鶴　

雄

　

元
団
員　

五
十
嵐　

賢　

仁

　

元
団
員　

菅　

家　

隆　

宏

●
福
島
県
消
防
協
会

会
津
坂
下
支
部
長
表
彰

◎
精
勤
章

　

部　

長　

長
谷
川　
　

洋

　

班　

長　

五
十
嵐　

正　

富

　

班　

長　

馬　

場　

恵　

太

　

団　

員　
　

星　
　

憲　

雄

　

団　

員　

横　

倉　

竜
太
郎

　

団　

員　

松　

田　
　

学

　

団　

員　

栗　

城　

裕　

一

◎
勤
続
章

　

班　

長　

渡　

辺　

文　

弘

　

団　

員　

本　

名　

寛　

之

◎
退
職
団
長
等
感
謝
状

　

元
分
団
長　

馬　

場　

栄　

三

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
長
年
の
消
防
任
務
の

ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

小
林
政
利
さ
ん
（
中
向
）

が
10
月
20
日
で
満
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
贈

呈
式
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
入
所
さ
れ
て
い
る
昭

和
ホ
ー
ム
で
は
、
ご
家
族
を

招
い
た
お
祝
い
の
会
が
行
わ

れ
、
福
島
県
、
昭
和
村
、
昭

和
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
賀
寿
及
び
記
念
品
が
、

施
設
長
か
ら
ご
本
人
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

小
林
政
利
さ
ん

祝
百
歳

シ
ニ
ア
向
け

デ
ジ
タ
ル
講
座
開
催

　

10
月
18
日
、
す
み
れ
荘
に

お
い
て
、「
シ
ニ
ア
向
け
デ

ジ
タ
ル
講
座
ー
デ
ジ
タ
ル
で

便
利
に
？
難
し
く
な
る
？
こ

れ
か
ら
の
暮
ら
し
ー
」
と
題

し
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、
18
名
が
参
加

し
、
デ
ジ
タ
ル
が
推
進
さ
れ

て
い
る
背
景
や
コ
ロ
ナ
禍
で

拡
大
し
た
デ
ジ
タ
ル
の
活
用

の
例
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
便
利
な
暮

ら
し
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
は
、
11
月
と
12
月
に

ス
マ
ホ
教
室
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

昭
和
村
消
防
団
秋
季
検
閲
式
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occurrence
村のデキゴト

ご
寄
贈

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
活
動

新
鳥
居
峠
で
清
掃
活
動

　

10
月
14
日
、
昭
和
村
出
身

で
、
千
葉
県
佐
倉
市
在
住
の

羽
染
新
喜
様
・
つ
ぎ
様
よ
り
、

手
作
り
の
木
製
す
べ
り
台
や

木
の
お
も
ち
ゃ
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

つ
み
き
ク
ラ
ブ
な
ど
、
子

ど
も
達
に
自
由
に
遊
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
す
み
れ
荘

に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

10
月
11
日
昭
和
小
学
校
体

育
館
に
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
２

年
目
と
な
る
こ
の
大
会
は
、

昭
和
村
子
ど
も
会
主
催
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
村
内

5
団
体
と
の
共
催
で
行
わ

れ
、
小
学
生
及
び
60
歳
以
上

を
対
象
と
し
26
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

く
じ
引
き
で
５
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

囲
碁
ボ
ー
ル
、
ボ
ッ
チ
ャ
の

３
種
目
を
行
い
、
回
を
追
う

ご
と
に
白
熱
し
た
試
合
と
な

り
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
得

点
王
」
小
学
１
年
生
の
馬
場

も
も
か
さ
ん
、「
大
人
の
得

点
王
」
栗
城
邦
子
さ
ん
、
総

合
得
点
で
優
勝
し
た
赤
チ
ー

ム
の
み
な
さ
ん
（
工
碧
生
さ

ん
・
郷
田
優
介
さ
ん
・
栗
城

邦
子
さ
ん
・
本
名
福
二
さ
ん
・

渡
部
喜
一
さ
ん
）、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
で
は
ス
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
囲
碁
ボ
ー
ル
・

カ
ー
リ
ン
コ
ン
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
・
輪

投
げ
・
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
や
職
場
の
行
事
、
お
祭

り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、

個
人
・
団
体
問
わ
ず
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

10
月
15
日
、
昭
和
村
役

場
職
員
会
に
よ
る
国
道

4
0
1
号
鳥
居
峠
の
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
も
含
め
36

名
が
参
加
し
、
新
鳥
居
峠
の

約
3
㎞
の
区
間
で
ゴ
ミ
拾
い

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
村
が
加
盟
す

る
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
」
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

デ
ー
の
活
動
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

10
月
3
日
、
村
長
室
に
お

い
て
、五
十
嵐
吉
弘
さ
ん
（
大

芦
）
へ
昭
和
村
教
育
委
員
の

任
命
辞
令
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
令
和
4
年
10
月

1
日
か
ら
令
和
8
年
9
月
30

日
ま
で
の
4
年
間
と
な
り
ま

す
。
五
十
嵐
さ
ん
に
は
、
教

育
行
政
の
進
展
に
ご
尽
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
十
嵐
吉
弘
さ
ん

教
育
委
員
に
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村のデキゴト
occurrence

　

9
月
20
日
、
福
島
県
交
通

対
策
協
議
会
長
表
彰
の
伝
達

式
が
役
場
議
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

増
子
浩
会
津
坂
下
署
長
な

ど
関
係
者
が
同
席
し
、
髙
野

武
彦
県
会
津
地
方
振
興
局
長

が
村
交
通
対
策
協
議
会
長
の

舟
木
幸
一
村
長
に
表
彰
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
７
月
１
日
、
自
動
車

の
転
落
事
故
で
80
代
男
性
が

亡
く
な
っ
て
以
来
、
交
通
死

亡
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
歩

行
者
が
見
え
に
く
い
状
況
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
夕
暮

れ
時
の
外
出
に
は
、
反
射
材

の
着
用
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
な
ど
、
交

通
安
全
に
よ
り
一
層
ご
注
意

い
た
だ
き
、
今
後
も
、
こ
の

記
録
が
更
新
で
き
る
よ
う
村

民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

3
0
0
0
日

交
通
安
全
鼓
笛

パ
レ
ー
ド

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
あ

わ
せ
、
9
月
27
日
に
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
小
学
校
の
児
童
が
鼓

笛
演
奏
を
披
露
し
、
役
場
前

か
ら
小
学
校
ま
で
関
係
団
体

と
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
、
児
童
の
家
族

や
保
育
所
の
子
供
た
ち
が
駆

け
つ
け
、
写
真
を
撮
影
し
た

り
、
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

9
月
30
日
、
昭
和
村
公
民

館
に
お
い
て
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

19
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
日
本
赤
十
字
社
福

島
県
支
部
の
伊
藤
万
利
子
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
認
知
症
の

症
状
や
認
知
症
の
方
へ
の
接

し
方
な
ど
、
解
説
動
画
を
交

え
て
学
び
ま
し
た
。
後
半
に

は
認
知
症
予
防
の
た
め
に
、

脳
の
活
性
化
を
図
る
後
出
し

じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
の
手
遊
び

を
体
験
し
た
り
、
簡
単
な
運

動
で
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

受
講
者
も
楽
し
み
な
が
ら
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ふるさと納税 ーご寄附いただいた皆様ありがとうございますー

令和 4 年 9 月 25 日　～　10 月 24 日まで
【寄附件数】　15 件　　【寄附金額】　27 万円

ご寄附は地域の活性化事業や保健・医療・福祉の充実等村の抱える
課題解決に活用させていただきます。
ご寄附いただきありがとうございました。

昭和村からの
お知らせ

を受け取ろう!!

順次機能追加！みんなで育てる、村LINE公式アカウント
お友達の数が、250人を超えました！たくさんのご登録ありがとうございます！

昭和村 昭和村
ID:＠showavill

LINE の「友だち追加」から、ID検索するかQRコードをスキャンしてください。



広報しょうわ｜2022.115

information
お知らせ 条例に基づき、上半期の財政状況のあらましをお知らせします条例に基づき、上半期の財政状況のあらましをお知らせします 

令和 4 年度上半期（4 月～ 9 月）　昭和村の財政状況

《一般会計補正予算の状況》
● 当 初 予 算 額 239,700●4号補正額(9月) 712
●1号補正額(4月) 299●5号補正額(9月) △45
●2号補正額(6月) 450
●3号補正額(6月) 5,802

特別会計予算
会計名 当初予算 補正予算額 予算現額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 事 業 勘 定 ） 20,528 △ 71 20,528 8,110 5,420

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 施 設 勘 定 ） 12,137 15 12,152 3,229 5,034

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 7,030 0 7,030 2,093 1,794
下 水 道 事 業 特 別 会 計 8,004 0 8,004 1,803 2,508
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 5,930 0 5,930 278 2,164
合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 484 0 484 45 62
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2,901 0 2,901 706 676
介 護 保 険 特 別 会 計 36,408 75 36,483 14,332 14,360
※ 収入済額より支出済額が大きい会計は、歳計現金の会計間運用により処理。

《繰越事業の執行状況》
一般会計
歳出科目 予算現額 支出済額 予算残額
総 務 費 497 215 282 
民 生 費 10 10 0 
農林水産費 210 175 35 
商 工 費 0 0 0 
土 木 費 11,211 10,832 379 
消 防 費 0 0 0 
教 育 費 0 0 0 
災害復旧費 0 0 0 
合 計 11,928 11,232 696 

《財産の状況》　　（R4.5.31 時点）　
（１）土地及び建物（行政財産）

区分 土地（㎡） 建物（㎡）
木造 非木造

行
政
財
産

本 庁 舎 5,622 1,103
その他の行政財産 その他の施設 375 1,347

公 共 用 財 産
学　　 校 35,974 17 8,459
公 営 住 宅 9,891 1,325 2,580
その他の施設 407,243 3525 16,389

原 野 545
合 計 459,275 5,242 29,878

普
通
財
産

そ の 他 の 施 設 15,033 816 1,613
宅 地 6,708 273 33
山 林 200,491
原 野 27,956
そ の 他 17,536
合 計 267,724 1,089 1,646

（２）出資による権利
区分 金額 備考

出資による権利 10,504 ㈱奥会津昭和村振興公社　外 22 件

（３）基　　金
区分 金額

財 政 調 整 基 金 39,672 
土 木 機 械 整 備 基 金 3,864 
減 債 基 金 18,998
地 域 活 性 化 基 金 80,958 
地 域 福 祉 基 金 935 
商 工 業 振 興 基 金 200 
観 光 開 発 基 金 26,355 
ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 1,048 
上 下 水 道 等 維 持 管 理 基 金 25,246 
公 共 施 設 等 維 持 管 理 基 金 49,054 
過 疎 地 域 自 立 促 進 事 業 基 金 5,444
森 林 環 境 基 金 327 
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 692 
か ら む し 振 興 基 金 3,000 
企 業 等 の 貸 付 基 金 1,013 
国 保 特 別 会 計 基 金 3,997 
国 保 直 診 基 金 3,784 
介 護 給 付 費 準 備 基 金 4,623 
合 計 274,713 

《村債残高の状況》　　　　（R4.5.31 時点）
（１）普通会計分   

区分 金額 区分 金額
一 般 単 独 事 業 債 16,941 過 疎 対 策 事 業 債 91,575
公 営 住 宅 建 設 事 業 債 0 災 害 復 旧 事 業 債 750 
教育 ･ 福祉施設等整備事業債 7,062 そ の 他 426 
臨 時 財 政 対 策 債 64,640 合 計 181,394

（２）特別会計分
区分 金額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 14,593 
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 24,555 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 28,493 
農業集落排水事業特別会計 25,159 
合併浄化槽事業特別会計 955 
合 計 93,755 

歳　出
歳出科目 予算現額 支出済額 予算残額

議 会 費 3,668 1,925 1,743
総 務 費 62,195 19,178 43,017
民 生 費 35,677 14,242 21,435
衛 生 費 14,016 4,174 9,842
農 林 水 産 業 費 24,682 5,898 18,784
商 工 費 19,649 8,407 11,242
土 木 費 34,586 4541 30,045
消 防 費 9,973 5,842 4,131
教 育 費 17,654 5,930 11,724
災 害 復 旧 費 350 0 350
公 債 費 24,268 11,985 12,283
諸 支 出 金 0 0 0
予 備 費 200 0 200
合 計 246,918 82,122 164,797

( 33.3% ) ( 66.7% )

歳　入
歳入科目 予算現額 収入済額 収入未済額

村 税 9,706 7,257 2,449
地 方 譲 与 税 3,333 817 2,516
利 子 割 交 付 金 3 2 1
配 当 割 交 付 金 14 6 8
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 13 0 13
地 方 消 費 税 交 付 金 2,707 1,615 1,092
自 動 車 取 得 税 交 付 金 0 0 0
環 境 性 能 割 交 付 金 230 67 163
法 人 事 業 税 交 付 金 145 82 63
地 方 特 例 交 付 金 0 0 0
地 方 交 付 税 137,549 97,474 40,075
分 担 金 及 び 負 担 金 7 2 5
使 用 料 及 び 手 数 料 2,100 871 1,229
国 庫 支 出 金 19,688 4,371 15,317
県 支 出 金 14,429 284 14,145
財 産 収 入 127 39 88
寄 附 金 700 531 169
繰 入 金 26,315 0 26,315
繰 越 金 4,690 0 4,690
諸 収 入 2,093 514 1,579
村 債 23,069 0 23,069
合 計 246,918 113,932 132,986

( 46.1% ) ( 53.9% )

単位：万円
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公民館日誌

○矢ノ原湿原勉強会　9月10日

　二瓶重和さんを講師に迎え、遊歩道を一周して
観察会を行いました。季節によって移り替わる
様々な植物を観察した後、最後に森の中で目を閉
じ、自然を体感しました。

○少年教室「木工教室」　9月24日

　公民館において、少年教室「木工教室」を開催
しました。講師に木工房 MEGURO（柳津町）の
目黒照枝さんをお迎えして、杉の木材を使った本
棚作りを教えていただきました。
　木材をノコギリで切り、印に合わせトンカチで
釘を打ち、しっかり組み立てました。紙やすりで
切った側面を滑らかに磨き、自由に絵を描き仕上
げました。大工道具はなかなか思うように動かせず苦戦していましたが、次第にコツを
掴み上手く使えるようになり、大工さん気分で楽しく制作出来ました。

○千歳学級「交通安全教室」　9月29日

　秋の全国交通安全運動期間に合わせ、公民館で
千歳学級「交通安全教室」を開催しました。講師
に会津坂下警察署の交通課係長　櫻林仁さんと昭
和駐在所主任　和知紘一さんをお迎えし、歩行者
シュミレーターを用いて高齢者向けの内容でお話
いただきました。
　雨、雪、霧、夕暮れなど様々な状況の道路を横
断する歩行疑似体験を行い、特に周囲が見えずらい夕暮れ時に歩行者が気をつけること、
また車を運転する側が気を付けることなどを改めて確認しました。

○少年教室「陶芸教室」　10月1日

　樹ノ音工房（会津美里町）において、少年教室「陶
芸教室」を開催しました。
　板づくりや手ろくろで粘土を成形してお皿や
カップを作り、楊枝を使って絵を描き入れ、作品
を色づける釉薬を決めました。作品の仕上がりを
想像しながら、窯出しを楽しみにしている様子で
した。
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○千歳学級「社会見学会」　10月6日

　喜多方市方面で、千歳学級の「社会見学会」を開催しました。
　赤城煙火店（塩川町）では、花火が完成するまでの製造工
程を順を追って説明いただきながら見学し、実際に 10 号の
大きな尺玉を持たせていただくなど、貴重な体験が出来まし
た。
　勝常寺（湯川村）では、 薬師堂の屋根の改修の為、収蔵庫
に一同に安置された薬師如来座像様など素晴らしい国宝や国
重要文化財の数々を間近で拝観しました。

○昭和学（地元学）講座（兼文化財講習会）　
10月6日

　菅家博昭さんを講師に迎え、松山地区で開催し
ました。ウルシの木、柿の木、梨の木など様々な
日々の生活に密接に関係した昔ながらの木を観察
し、村内の遺跡について学びました。

センサーの活用で便利に
　見守りに限らず、デジタル社会においては、
センサーから得られるデータを活用すること
は重要です。
　欧州では、様々なセンサーのデータを利用
できる基盤がすでに運用されています。セン
サーから得られるデータを使って、民間の事
業者がサービスを開発し、暮らしが便利になっ
ています。
　日本はというと、デジタル庁が今、頑張っ
てその枠組みを作っています。

　例えばですが、河川の水位が規定より上昇
した場合には警報を出す、電気柵の電圧が下
がった場合には管理者に通知する、罠に獣が
かかったら通知するなど、これまで人が確認
していた作業などをセンサーが替わってくれ
ることで便利になっていくだけでなく、農業
では土壌の状態をセンサーで把握して、遠隔
で水をやるなんてことも、技術的には可能です。
　みなさんも、「こんなことできないかな」な
んて事例があれば、ぜひ企画創生係までご相
談ください！　　　　　　　　　 （つづく…）

#06　センサーを用いたモニタリング (2)
　村では、令和 4 年度から生活圏の屋外でのインターネット通信を無料で利用
できる「公共インフラ Wi-Fi」の整備を段階的に予定しています。その普及にあ
たって、Wi-Fi について、基礎から利活用も含めて隔月での連載を行います。

【お問い合わせ】総務課　企画創生係　0241-42-7717
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「相続登記をしないとどうなりますか？」

Q「先日父が亡くなりました。実家の土地建物は父の名義です。不動産の相続登記はいつ
までにすればよいですか？また、相続登記をしないでおくと、どのようなデメリットが
ありますか？」

A 現行法上（令和 4 年現在）、不動産の相続登記は義務ではなく、申請期限もありません。
しかし、亡くなった方の名義のままでは建て替えも売却もできないので、いつかは必ず
相続登記をしなければなりません。亡くなった直後であれば問題なくできていたはずの
遺産分割協議が、時間が経って相続人同士の関係性や経済状況が変わると円滑に進まな
くなることがあります。

　　また、長期間相続手続きをしないでいるうちに相続人が更に亡くなってしまい相続人
が増えた結果、遺産分割協議が困難になったり相続登記にかかる費用が増大するケース
もあります。

　　また、法改正により令和 6 年 4 月 1 日からは相続登記が義務化されます。正当な理
由なく不動産の相続を知ってから 3 年以内に相続登記をしないと過料が科せられる可
能性もあります。

　不動産の所有者が亡くなったら、早めに相続人間で遺産分割協議を行い、相続登記を
しましょう。

「あなたと家族をつなぐ相続登記」
https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00435.html

ご不明な点は下記までお問い合わせください。

　「福島県司法書士会」 TEL 024-534-7502
　「福島地方法務局」TEL 024-534-2045

高等工科学校生徒を募集します

募集職種 資格 受付期間 試験期日 将来の展望

高
等
工
科
学
校
生
徒

推
薦

男子中卒（見込含
む）17 歳未満の成
績 優 秀 か つ 生 徒
会 活 動 等 に 顕 著
な実績を修め、学
校 長 が 推 薦 で き
る者

令和4年
10月1日
～

12月2日

令和4年
1月8日～11日
※いずれか1日を
指定されます。

将来、陸上自衛隊におい
て、高機能化・システム
化された装備品を駆使・
運用するとともに、国際
社会においても自信を
持って対応できる自衛
官となる者を養成する
ため中学校卒業等を対
象に採用する制度です。

一
般

男子中卒（見込含
む）17 歳未満の者

令和4年
10月1日
～

令和5年
1月6日

１次試験
令和5年
1月14日・15日
※いずれか一日を
指定されます。
2次試験
令和5年
1月26日～29日
※いずれか一日を
指定されます。

応募先・詳しいお問い合わせ先　自衛隊福島地方協力本部　会津若松出張所
〒965-0825　会津若松市門田町黒岩字大坪57-1　　TEL　0242-27-6724
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( 原文 )
Hello residents of Showa Mura,
I thought I would share common views 
and questions foreign people have 
about Japan.
1.　Many foreigners think that kimonos 

are worn dai ly  by most  women. 
Foreigners also think that ‘kimono’ and 
‘yukata’ are same thing. Kimonos are 
admired by most people worldwide, 
and they are surprised to learn that 
foreigners are allowed to wear them. 
Many people worry that they might 
offend Japanese people by wearing it, 
so they don’t try renting kimonos.

2.　Foreigners admire that school 
children clean their school each day, 
and that cleaners aren’t employed. 
They also think it would be great 
to use in their schooling system. 
Foreigners are shocked that children 
travel to school by themselves. Many 
foreigners are worried about the 
dangers of children travelling alone, 
especially younger children.

3.　Slurping while eating is considered 
rude table manners to most western 
people. So, foreigners are surprised 
that Japanese people slurp as they 
consume soup or noodles. (Most 
children envy this as they constantly 
are scolded by their parents to not 
make noise.)

4.　Foreigners are surprised that people 
bathe in hot springs naked without 
swimming attire. (Guidebooks only 
show people wrapped in towels.) 
Foreign visitors often feel embarrassed 
to be seen naked. 

5.　Many foreigners visit the Hachiko 
statue. The movie ‘Hachi: A Dog’s Tale’ 
is very popular overseas. Many people 
are touched by the true story. Even I 
watched it with my parents when I was 
younger.

What do you think about these views? 
Did any surprise you?
Until next time.　　　　　　　　~ Annick

（日本語訳）
昭和村の皆様、こんにちは。
今回は、外国人が日本に対して抱いている共
通の意見や疑問について紹介します。

1.　多くの外国人は、着物はほとんどの女
性が日常的に着ているものだと思ってい
ます。また、「着物」と「浴衣」は同じも
のだと思っている人もいます。着物は世
界中のほとんどの人が憧れるものであり、
外国人が着物を着てもよいことに驚きま
す。着物を着ることで日本人の気分を害
してしまうのではないかと心配し、着物
のレンタルをしない人も多いようです。

2.　小中学生が毎日学校を掃除していること
や、学校で清掃員を雇っていないことに
感心していて、自分たちの国の学校教育
でもこの制度を活用できたらいいと考え
ているようです。また、子どもたちが自
力で通学していることにも驚きます。多
くの外国人は、子どもたち、特に小さい
子どもが一人で出歩くことの危険性を心
配しています。

3.　食事中に口をすぼめることは、ほとんど
の西洋人にとって失礼なテーブルマナー
と考えられています。だから、日本人が
スープや麺類を食べるとき、すすること
に外国人は驚きます。（音を立ててはいけ
ないと親に注意されているので、ほとん
どの子どもは日本のこの習慣をうらやま
しがります。）

4.　温泉に入るとき、水着を着ずに裸で入る
ことは驚きです。（ガイドブックにはタオ
ルを巻いている姿しか載っていません。）
外国人観光客は、他の人に裸を見られる
のを恥ずかしいと感じることが多いよう
です。

5.　ハチ公像には多くの外国人が訪れます。
映画「ハチ公」。海外では映画「Hachi: A 
Dog's Tale」が大人気。実話に感動する
人がたくさんいます。私でさえ、若い頃、
両親と一緒に見ました。

　これらの意見について、どう思われます
か？何か、驚かれたことはありましたか？

では、また次回。　　　　　　～アンニック

#22

外国語指導助手
アンニック先生

外国人の疑問
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地
域
に
学
ぶ
大
学
生

　

新
型
感
染
症
の
3
年

間
、
終
わ
り
は
見
え
な
い
が
、

徐
々
に
日
常
が
戻
っ
て
き
て

い
る
。
10
月
1
日
に
Ｊ
Ｒ
只

見
線
が
全
線
開
通（
復
旧
）を

見
据
え
三
島
町
で
の
工
人
祭

り
が
再
開
し
た
。
様
々
な
催

事
が
再
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
内
実
は
変
化
し

て
い
る
。

　
9
月
、
東
京
大
学
資
源
経

済
学
研
究
室
と
成
城
大
学

（
2
年
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
に

来
村
し
現
地
演
習
（
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
）
等
が
行
わ
れ

た
。
村
産
業
建
設
課
（
か
す

み
草
）・
教
育
委
員
会
（
文
化

財
）
等
が
担
当
さ
れ
私
も
そ

れ
ぞ
れ
の
日
程
で
学
生
た
ち

と
懇
談
し
た
。

　
日
本
民
俗
学
を
創
設
し
た

柳
田
国
男
が
在
籍
し
た
東
京

世
田
谷
の
成
城
大
学
。
昭
和

村
に
は
及
川
祥
平
准
教
授
が

学
生
を
引
率
さ
れ
て
来
村
さ

れ
た
。
私
は
9
月
7
日
に
喰

丸
小
（
観
光
交
流
施
設
）
で

は
じ
め
て
及
川
先
生
に
お
会

い
し
た
。
北
海
道
大
学
か
ら

4
月
に
成
城
大
学
に
移
ら
れ

た
文
化
人
類
学
の
田
本
は
る

菜
さ
ん
も
専
任
講
師
で
在
籍

さ
れ
て
い
る
。
及
川
先
生
か

ら
田
本
さ
ん
を
紹
介
い
た
だ

き
10
月
31
日
の
金
曜
日
に
成

城
大
学
を
訪
ね
田
本
さ
ん
と

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
田
本
さ
ん
は
沖
縄
県
の
ご

出
身
の
若
い
研
究
者
で
、
筑

波
大
学
で
学
ば
れ
た
。
台
湾

の
少
数
民
族
の
か
ら
む
し
織

り
の
調
査
を
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
『
山
地
の
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
イ
バ
ル
ア
ー
ト　
台
湾

原
住
民
セ
デ
ッ
ク
と
技
術
復

興
の
民
族
誌
』（
北
海
道
大
学

出
版
会
、
２
０
２
１
年
5
月

刊
）
に
詳
細
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
本
年
2
月
に
本
書

を
購
入
し
何
度
も
読
み
返
し

て
、
是
非
お
会
い
し
て
話
を

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　
昭
和
村
の
織
姫
制
度
30
年

に
な
る
な
か
で
、
私
は
福
井

大
学
の
東
村
純
子
さ
ん
（
考

古
学
）と
、成
城
大
学
の
田
本

は
る
菜
さ
ん（
文
化
人
類
学
）

を
、
村
か
ら
む
し
振
興
室
に

推
薦
し
た
。
か
ら
む
し
を
含

む
繊
維
植
物
等
の
ア
ジ
ア
で

の
歴
史
（
東
村
さ
ん
）、手
仕

事
の
未
来
（
田
本
さ
ん
）
に

語
っ
て
ほ
し
い
か
ら
だ
。
田

本
さ
ん
の
ご
主
人
は
東
京
電

力
が
放
出
し
た
放
射
能
の

土
壌
汚
染
の
研
究
者
で
福
島

市
に
滞
在
し
研
究
を
さ
れ
現

在
つ
く
ば
市
の
農
研
機
構
に

在
籍
さ
れ
て
い
る
。
東
村
さ

ん
も
田
本
さ
ん
も
、
自
ら
の

意
思
で
「
か
ら
む
し
工
芸
博

物
館
」
を
訪
問
さ
れ
て
い
る
。

田
本
さ
ん
は
「
世
界
の
苧
麻

園
」
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
（
台
湾
の
か
ら
む
し
品
種

が
あ
る
）。

　
さ
て
、
本
年
9
月
2
日
か

ら
月
曜・金
曜
の
週
2
回
、10

月
28
日
ま
で
17
回
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
選

別
し
な
い
花
）
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
東
京
都
中
央
卸
売

市
場
の
大
田
市
場
花
き
部
の

仲
卸
・
中
央
花
卉
の
店
頭
で
、

大
岐
集
落
内
に
あ
る
野
草
を

含
む
露
地
草
花
類
を
出
品
・

即
売
し
た
。
こ
れ
は
8
月
24

日
に
同
社
の
中
谷
隆
敏
さ
ん

が
来
村
さ
れ
懇
談
の
な
か
で

ト
ラ
イ
ア
ル
（
実
験
）
と
し

て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
9

月
12
日
午
前
５
時
、
10
月
21

日
午
前
5
時
、
28
日
午
前
4

時
と
上
京
し
店
頭
で
参
与
観

察
を
行
っ
た
。
ま
た
購
入
者

（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
、ス

タ
イ
リ
ス
ト
等
）
か
ら
お
話

し
も
お
聞
き
し
た
。
我
が
家

で
栽
培
し
て
い
る
植
物
か
ら

む
し
の
2
番
苧
を
60
ｃ
ｍ
5

本
束
で
数
束
を
毎
回
出
品
し

て
い
る
が
、
す
べ
て
完
売
し

て
い
る
。
用
途
は
レ
ッ
ス
ン

（
花
の
教
室
）、生
け
込
み（
店

頭
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　
10
月
21
日
の
店
頭
調
査
後
、

成
城
大
学
に
行
っ
た
の
だ
が
、

首
都
東
京
は
、
野
草
を
求
め

て
、
そ
れ
を
店
頭
で
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
、
販
売
す
る
生
花
店

が
増
え
て
い
る
。
戦
乱
の
時

代
に
、
花
は
最
も
必
要
と
さ

れ
、
そ
し
て
輸
入
植
物
が
為

替
の
関
係
で
高
値
と
な
り
国

産
の
農
産
物
が
見
直
さ
れ
る

時
代
に
戻
っ
て
い
る
。
本
年
、

か
す
み
草
は
6
億
円
に
せ
ま

る
販
売
高
（
過
去
に
な
い
売

上
高
）
に
な
る
。

▶︎ 

写
真
は
、
東
京
大
学
資
源

経
済
学
研
究
室
が
大
岐
に
9

月
13
日
に
来
村
さ
れ
た
時
の

も
の

【
連
載
】　

新
史
料
紹
介

菅
家　

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
106
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
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reading
読みもの

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

松
尾　

悠
亮

新
し
く
発
見
さ
れ
た
古
文
書
の
紹
介
①

―
「
御
触
面
品
々
御
用
控
帳
」

に
つ
い
て
―

　

第
35
回
は
、「
御
触
面

品
々
御
用
控
帳
」（
竪
帳
１

冊
、
明
治
２
年
巳
正
月
写
しマ

マ 

船マ
マ

木
金
右
衛
門
）
と
い
う
昭

和
村
で
新
し
く
出
て
き
た
古

文
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）「
御
触
面
品
々
御
用

控
帳
」
と
戊
辰
戦
争
後
の
昭

和
村

　
「
御
触
面
品
々
御
用
控

帳
」
に
は
、
明
治
元
年

（
1
8
6
8
）
3
月
（「
辰

三
月
」）
～
11
月
に
か
け

て
、
太
政
官
・
下
野
国
（
日

光
）
知
県
事
役
所
・
田
島
民

政
局
か
ら
出
さ
れ
た
諸
布
達

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
紙
（
折
紙
）
挟
ま
っ

て
い
て
、
そ
の
紙
に
は
。
４

つ
の
定
書
（
う
ち
３
つ
は
所

謂
「
五
榜
の
掲
示
」
の
第
一

札
～
３
札
と
一
致
、
第
４
・

５
札
は
「
御
触
面
品
々
御
用

控
帳
」
に
書
か
れ
て
い
る
）

と
、
西
軍
先
鋒
か
ら
明
治
元

年
９
月
（「
辰
九
月
」）
に
出

さ
れ
た
布
達
（
官
軍
の
中
に

ど
さ
く
さ
に
紛
れ
乱
暴
を

は
た
ら
く
者
が
い
た
場
合

は
切
り
捨
て
て
も
構
わ
な

い
）
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
応
４
年
（
1
8
6
8
、

明
治
元
）、
相
次
ぐ
政
争
に

負
け
京
都
を
追
わ
れ
た
会
津

藩
は
、「
朝
敵
」
赦
免
を
求

め
て
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
加

盟
し
新
政
府
軍
に
対
抗
し
よ

う
と
試
み
ま
し
た
が
、
結
局

明
治
元
年
（
1
8
6
8
）

9
月
22
日
に
新
政
府
軍
に

降
伏
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
津
降
伏
の
情
報
は
野

尻
組
（
現
昭
和
村
）
ま
で
は

す
ぐ
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
、
そ
の
2
日
後
の
24
日
、

大
芦
で
旧
会
津
と
新
政
府
の

間
で
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
、
新
政
府
の
統
治

機
関
で
あ
る
若
松
民
政
局
が

設
置
さ
れ
、
民
政
局
か
ら
若

松
県
へ
切
り
替
わ
る
明
治
２

年
５
月
ま
で
、
野
尻
組
は
田

島
民
政
局
（
若
松
民
政
局
の

分
局
）
に
統
括
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
御
触
面
品
々
御
用
控

帳
」
の
末
に
は
「
明
治
２

年
巳
正
月
写
しマ

マ 

船マ
マ

木
金
右

衛
門
」
と
あ
り
、
会
津
藩
か

ら
民
政
局
へ
移
り
変
わ
っ

て
い
く
時
期
で
あ
る
明
治

２
年
１
月
に
舟
木
金
右
衛

門
が
、
新
政
府
側
の
諸
布
達

を
写
し
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（
２
）
ど
の
よ
う
な
布
達
が

出
さ
れ
た
の
か

　
「
御
触
面
品
々
御
用
控

帳
」
に
は
、
御
一
新
に

な
っ
た
の
で
新
政
府
に
従

う
よ
う
に
と
い
っ
た
政
治

的
な
布
達
や
人
々
の
日
常

に
関
わ
る
よ
う
な
様
々
な

布
達
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、（
明
治
元
年
）
11

月
の
田
島
民
政
局
か
ら
の
布

達
は
「
百
姓
町
人
苗
字
帯

刀
一い

っ
さ
い切
御ご

停ち
ょ
う
じ止
候

そ
う
ろ
う

事こ
と

」
と

あ
り
、
江
戸
時
代
は
一
部
の

百
姓
町
人
に
特
権
的
に
認

め
ら
れ
て
い
た
苗
字
帯
刀

が
、
民
政
局
に
よ
り
完
全
に

禁
止
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
三
役
人
（
村
役
人
）

か
ら
の
布
達
（
お
そ
ら
く
民

政
局
か
ら
村
民
へ
伝
え
る
よ

う
に
と
命
じ
ら
れ
て
い
た
も

の
）
の
雛
型
も
写
さ
れ
て
い

て
、
提
灯
等
へ
私
に
紋
を

入
れ
て
は
い
け
な
い
、
猟

師
の
鉄
砲
は
従
来
通
り
鑑

札
を
得
て
か
ら
所
持
す
る
こ

と
、
尾
岐
郷
で
起
こ
っ
た
一

揆
に
関
わ
っ
た
者
が
い
た
ら

隠
し
置
か
ず
報
告
す
る
こ

と
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

　
舟
木
金
右
衛
門
は
、
な
ぜ

「
御
触
面
品
々
御
用
控
帳
」

と
い
う
写
し
を
作
成
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
写
し
が
わ
ざ

わ
ざ
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
書
か
れ
て
い
る
情
報
が

大
事
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

会
津
藩
か
ら
民
政
局
へ
統
治

機
関
が
移
っ
た
こ
と
は
、
当

時
か
ら
そ
れ
だ
け
重
大
な
こ

と
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
画
像
】

　

御
触
面
品
々
御
用
控
帳

　
「
御
触
面
品
々
御
用
控

帳
」
は
、菅
家
和
孝
さ
ん
（
下

中
津
川
）
か
ら
、
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
は
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
も
う
１
点
の
古
文
書
を

紹
介
し
ま
す
。

vol.36
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お知らせ
information

12

警察署からのお知らせ
昭和村内街頭犯罪等発生状況

（令和 4 年 9 月末現在）

区　　分 管内 昭和村

街

頭

犯

罪

強 盗
空 き 巣
忍 び 込 み 1
事務所荒らし
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗 7
自販機ねらい
車 上 ね ら い
ひ っ た く り 1
部 品 ね ら い 1
強制わいせつ

街 頭 犯 罪 合 計 10 0
その他刑法犯等 39 5
全 刑 法 犯 49 5

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、
詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含

　   まれます。
   ※上記発生件数は、令和 4 年 1 月 1 日から
　   の累計数になっています。

増えてます。自転車泥棒。

自分の自転車を守るために、
ツーロック！

　会津坂下警察署管内では、昨
年と比べて、今年は自転車を盗
まれる被害が多発しています。

　主な発生場所は 駅の駐輪場で、
無施錠の自転車が狙われる傾向
にあります。

　自分の自転車を守るためにも、駐輪して自転車から離
れる際には、２つの鍵を掛ける ツーロック を心がけま
しょう！

火事・救急・救助は 119 会津坂下消防署昭和出張所　
☎ 57-2119　http://www.119-aizu.jp/

消防署からのお知らせ

秋季全国火災予防運動
「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

　秋も深まり、朝晩の冷え込みも一段と強くなってきた今日この頃、火を使う機会も
多くなりますね。
　さて、11 月 9 日～ 11 月 15 日までの間は、秋の全国火災予防運動が実施されます。
　秋から冬は空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節です。一人一人が防火意識を高
く持ちましょう。

●暖房器具の取り扱いに注意

　寒くなりストーブ等で暖房を行うことが多くなると思います。
　周囲に燃えやすい物を置かないようにし外出時は必ず火を
　消しましょう。暖房器具は十分注意して使用してください。

○放火等による火災を防ぐ５つのポイント○
　放火されない、させない、されても拡大しにくい環境を作る
ために、「放火防止 5 つのポイント」を実践して、個人地域の
両方から対策しましょう。
①車庫、物置などは必ず鍵を掛けましょう。
②ごみは決められた収集日の朝に出しましょう。
③家の周囲は常に整理整頓し、燃えやすいものを置かないようにしましょう。
④外灯などで家の周囲や駐車場を明るくしましょう。
⑤皆で声をかけあって、地域の見守りをしましょう。
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お知らせ

╋ 11 月の休日当番医 ╋
11月3日(木・祝) 荒井医院

☎ 0242-83-2224 ( 会津坂下町 )
6日(日) 遠山眼科医院

☎ 0242-83-2011 ( 会津坂下町 )
13日(日) もこぬま内科消化器科医院

☎ 0242-56-5622 ( 会津美里町 )
20日(日) 坂下厚生病院

☎ 0242-83-3511 ( 会津坂下町 )
23日(水・祝) こばやしファミリークリニック

☎ 0242-55-0388 ( 会津美里町 )
27日(日) 柳津町国保診療所

☎ 0241-42-2334 ( 柳津町 )

次回広報発行までの間の休日当番医を掲載
します。通院の参考にして下さい。

◆ ◆ ◆ すみれ荘だより◆ ◆ ◆

★ 11 月の行事予定
○11月30日(水)　9:30～　乳幼児健診

新型コロナウイルス感染症関連情報
　県内の感染状況は、依然として多くの感
染者が確認される状況が続いています。い
つでも、誰でも感染する可能性があります
ので引き続き、基本的な感染予防対策をお
願いします。

＜濃厚接触者とは＞
＊感染者の同居家族は、接触の有無に関わ
らず「濃厚接触者」となります。
＊感染した方の症状が出た日、または検査
した日の前日から 2 日前に、
マスクなしで１ｍ以内の距離で、15 分以
上接した方は「濃厚接触者」となります。

＜濃厚接触者となった場合＞
　感染した方と最後に接した日の次の日か
ら 5 日間は自宅待機になります。
　仕事や学校等を含む不要不急の外出を控
え、自宅内でも感染対策に十分注意して過
ごします。
＜感染への不安があり症状がない場合 ( 濃
厚接触者も含む )＞
　村では無料 PCR 検査を実施しています
ので保健福祉課までお問合せください。

＊その他、新型コロナウイルス感染症に関
する相談やお問合せは【保健福祉課】まで
57-2645（24 時間対応）

昭和村は交通死亡事故ゼロの記録更新中です。

交通死亡事故ゼロカウンター

日目
（10/26時点）

◆ ◆ ◆ 昭和村の人口◆ ◆ ◆
令和 4 年 10 月 1 日現在※住民基本台帳人口

人 口 1,157 人 (－ 10) 出 生 1 人

男 560 人 (－ 3) 死 亡 4 人

女 597 人 (－ 7) 転 入 2 人

世 帯 数 640 戸 (－ 4) 転 出 9 人

◆ ◆ ◆ 今 月 の 納 税 ◆ ◆ ◆

◎  国民健康保険税 5 期

◎  後期高齢者医療保険料 4 期

◎  介護保険料 5 期

◎  上下水道使用料 4 期

〔納期限：令和 4 年 11 月 30 日〕

◆ ◆ ◆ 戸 籍 の 窓 口 ◆ ◆ ◆
令和 4 年 9 月 1 日～ 9 月 30 日受付　

● お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

髙橋　栞
か ん な

南 ちゃん（侑也・彩奈）小中津川

● ご 結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● お く や み 申 し 上 げ ま す

酒　 井　 キ　 ク さん 95 歳 小 中 津 川

栗　 城　 昭　 夫 さん 94 歳 小 中 津 川

五 十 嵐　 ヨ シ ミ さん 97 歳 小 中 津 川

船　 木　 ミ ス エ さん 91 歳 小 中 津 川

※戸籍の窓口への掲載を希望されない方は
届出の際にお申し出下さい。



　日に日に、早くなる日暮れと、朝晩の冷え
込みが次の季節の訪れを感じさせます。
　今年は、大雪なんて報道がありますが、実
際どうでしょうか。
　よく言われるカメムシの量や、カマキリの
卵の高さを考慮すると、そこまで多くないの
ではと、個人的には思っています。
　あたりを見回すとみなさん、せかせかと秋
仕舞をして、降雪に備えているようです。
　他の地域では、例年より早い冠雪も確認さ
れているので、降雪は例年より早いかもしれ
ませんね（こ）

皆様からの情報お待ちしております！

　広報しょうわでは、皆様からの情報を
お待ちしております。お気軽に下記まで
お寄せ下さい。

役場 総務課 企画創生係
☎ 0241-42-7717

kikakusousei@vill.showa.fukushima.jp

　10 月 23 日、喰丸小で音楽療法士の星明正さんと、

ほうき星☆彡さんによる「喰丸小フォーク村♪うた

と演奏会♪」が開催されました。

　両演奏者によるユーモアのあるトークもあって、

全員で歌ったり、歌に合わせて体を動かす時なども

笑いに包まれていて、とても和やかな雰囲気でした。

　イチョウの木が色づき、肌寒く感じる日でしたが、

会場の皆さんの心と体はポカポカになったことと思

います。

生活支援コーディネーター　和泉・小林

地域のしあわせづくり活動紹介「音楽で心も体も温かく」

村民・村外（昭和村にご家族・ご親戚がいらっしゃる方）のみなさまへ

　新型コロナウイルス感染症に関する情報は、全戸配布文書及び昭和村ホームページ
　特設ページにて情報をお知らせしています。

　新型コロナウイルス感染症特設ページ ( スマートフォン対応 )
　https://www.vill.showa.fukushima.jp/covid19/
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